
全
日
本
磯
釣
連
盟
神
奈
川

内
で
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
る

県
支
部
は
7
月
24
日（
日） 、

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
参
加

（
公
財）

日
本
釣
振
興
会
神

を
呼
び
か
け 、

放
流
体
験
の

奈
川
県
支
部
と
協
力
し 、

横

機
会
を
設
け
た 。

須
賀
市
の
海
辺
つ
り
公
園
で

稚
魚
は
神
奈
川
瞑
栽
培
礫

マ
ダ
イ
の
稚
魚
放
流
体
験
と

業
筋
会
が
孵
化
・

中
間
育
成

釣
り
大
会
を
実
施
し
た 。

し 、

三
浦
市
の
施
設
か
ら
活

こ
の
活
動
は 、

全
磯
連
同

魚
車
で
公
園
に
連
ば
れ
た 。

支
部
が
「
青
少
年
・

少
女
釣

放
流
に
先
立
ち 、

同
励
会
の

り
大
会」
（
第
24
回）
の一

環

今
井
和
為
専
務
理
事
が
パ
ネ

と
し
て
行
い 、

連
携
を
図
っ

ル
を
使
い
な
が
ら
マ
ダ
イ
が

て
い
る
日
釣
振
同
支
部
が
連

生
ま
れ
て
か
ら
稚
魚
に
成
長

堂
に
協
力 。

こ
の
日 、

公
園

す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
子

r

ど
も
た
ち
に
説
明
し
た 。

こ
の
あ
と 、

海
に
面
し
た

安
全
柵
ま
で
移
動 。

子
ど
も

た
ち
は
バ
ケ
ツ
に
小
分
け
し

た
稗
魚
を
滑
り
合
状
の
ス
ロ

ー
プ
を
使
っ
て
や
さ
し
く
海

に
放
し
た 。

稚
魚
は
平
均
体
長
6

cm
ほ

ど
で 、

合
計
1
0
0
0

尾
を

放
流
し
た 。

子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て 、

生
き
た
稚
魚
を
放

流
す
る
機
会
は
少
な
く 、

貴

重
な
体
験
の
場
と
な
っ
た 。

当
日
は 、

全
磯
連
所
属
で

マ
ル
キ
ュ
ー

フ
ィ
ー

ル
ド
ス

タ
ッ

フ
な
ど
を
努
め
る
宇
畑

好
二
さ
ん
が
釣
り
の
ア
ド

バ

スロ ー プを使ってちぴっ子が放流

横須賀で稚魚放流と釣り大会
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イ
ス
を
行
う
な
ど
フ
ァ

ミ
リ

)
ら
と
交
流
を
深
め
た
ほ

か 、

地
元
企
業
の
ヤ
マ
リ
ア

が
テ
ン
ト
を
設
営
し 、

釣
り

の
疑
問
に
答
え
る
相
談
な
ど

宇
畑
好
ニ
テ
ス
タ
ー

も
参
加

初
心
者
対
応
を
行
っ

た 。

朝
方
は
タ
チ
ウ
オ
や
サ
バ

が
回
遊
し 、

大
会
で
は
カ
サ

ゴ
が
各
所
で
釣
れ
た
ほ
か 、

シ
ョ

ウ
サ
イ
フ
グ 、

ク
サ
フ

グ
が
高
活
性 、

大
会
が
終
わ

る
こ
ろ
に
は
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ

が
釣
れ
る
な
ど 、

子
ど
も
た

ち
は
夏
休
み
最
初
の
日
曜
日

を
病
喫
し
て
い
た 。

マ
ダ
イ
の
生
育
等
に
つ
い
て
説
明

全
磯
連
神
奈
川
県
支
部
の
プ
ー

ス


